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第18章  参考資料 

18.1  個別調査票 

 整理番号 取組概要 ページ 

表 18.1 2020 NO.1 道路 AMの取り組み 

東日本高速道路㈱新潟支社 

17-28 

表 18.2

表 18.2 

2020 NO.2 道路メンテナンス 2巡目点検(1年目)の状況、インフラメンテ

ナンス国民会議の活動状況、DXを活用した国道の維持管理の

検討状況 国土交通省 

17-30 

表 18.3

表 18.3 

2020 NO.3 土木学会インフラメンテナンス総合委員会の活動状況 

土木学会 

17-32 

表 18.4

表 18.4 

2020 NO.4 新潟市橋梁 AM検討委員会の取り組み 

新潟市 

17-34 

表 18.5

表 18.5 

2020 NO.5 山形県橋梁維持管理システム（DBMY）等の取り組み 

山形県 

17-36 

表 18.6

表 18.6 

2020 NO.6 コロコロチェッカー 

西松建設㈱、佐賀大学理工学部理工学科 

17-38 

表 18.7

表 18.7 

2020 NO.7 超望遠レンズによる構想構造部の外部検査技術 

㈱アルファ・プロダクト、㈱長大 

17-40 

表 18.8

表 18.8 

2020 NO.8 構造物点検調査ヘリシステム（SCIMUS:スキームス） 

中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京㈱ 

17-42 

表 18.9

表 18.9 

2020 NO.9 主桁フランジ把持式点検装置（Turrets タレット） 

㈱イクシス 

17-44 

表 18.10

表 18.10 

2020 NO.10 可視画像を用いた AIによるひび割れ自動検出技術 

㈱WorldLInk & Company、国立大学法人金沢大学 

17-46 

表 18.11

表 18.11 

2020 NO.11 全磁束法によるケーブル非破壊検査 

東京製綱㈱ 

17-47 

表 18.12

表 18.12 

2020 NO.12 鋼材表面探傷システム 

㈱IHI、㈱IHI検査計測 

17-49 

表 18.13

表 18.13 

2020 NO.13 デジタル打音検査とデジタル目視点検の統合システム 

原子燃料工業㈱ 

17-51 

表 18.14

表 18.14 

2020 NO.14 FBG光ファイバーひずみセンサーを用いた橋梁モニタリング

システム (支承部の機能障害、ほか） 

三井住友建設㈱ 

17-52 

表 18.15

表 18.15 

2020 NO.15 サンプリングモアレカメラ 

㈱共和電業 

17-54 

表 18.16

表 18.16 

2020 NO.16 光学振動解析技術【動画像による支承の変位量・回転量の計測技術】 

㈱川金コアテック、日本電気㈱ 

17-56 

表 18.17

表 18.17 

2020 NO.17 非接触変位計測システム MeasureLABO 支承ドクター 

㈱ズームスケープ 

17-58 
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 整理番号 取組概要 ページ 

表 18.18

表 18.18 

2020 NO.18 FBG方式光ファイバーセンサー 

㈱共和電業 

17-60 

表 18.19

表 18.19 

2020 NO.19 インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

新潟大学・長岡技術科学大学 

17-62 

表 18.20

表 18.20 

2020 NO.20 埼玉橋梁メンテナンス研究会 

埼玉大学 

17-63 
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表 18.1 個別調査票【整理番号 2020 NO.1】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 道路 AMの取り組み 

研究機関/研究者 東日本高速道路㈱新潟支社 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 高速道路の長期的な「安全・安心」の確保のために、ICTやロボティクスなど最新技

術を活用し、高速道道路の AMにおける生産性を飛躍的に向上するためのプロ

ジェクトとして「スマートメンテナンスハイウェイ（SMH）」に取り組んでいる。 

➢ SMHモデル事務所（札幌、森岡、郡山、三郷、佐久、湯沢）において開発技術の

試行検証を経て、2020年度から全社展開しており、新たな業務プロセスの社内標

準化を進めている。 

■研究内容 

＜インフラマネジメントサイクルと主な SMH ツール＞ 

➢ 点検・調査 

・点検・調査技術の高度化（赤外線・高解像度カメラ 

・モバイル PCの活用（現地点検作業支援） 

・UAVの活用業務の標準化 

➢ 分析・評価 

・次世代 RIMS[Road Maintenance Information Management System]（第 1期）の構

築 

・MSMUI[Multi-scale Monitoring User Interface]及び全周囲道路映像等を活用し

たインフラ管理データの可視化 

➢ 補修計画策定 

・BI[Business Intelligence]を活用した業務プロセスの変革 

・舗装修繕工事発注支援システム（PSS[Paving work ordering Support System]）の

導入 

・事業計画策定支援アプリケーション（標準 Excel様式）の展開 

➢ 補修・修繕 

・インフラ管理要領等の制定 

・SMH ツールの運用に伴う現地支援体制の構築 

＜情報基盤整備による業務プロセスの変革＞ 

➢ 橋梁補修の業務プロセスにおいて、必要な情報を大型モニタ表示することで、橋梁

補修の業務プロセスである①点検計画の策定、②点検記録整理・変状箇所集計、

③対策判定・劣化要因分析、④補修計画策定の各段階における意思決定が可能
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項目 内容 

となり、従来の会議資料作成が不要となるとともに、点検から補修・補強工事の実施

までの時間短縮を図り、大幅な生産性向上を実現した。 

➢ また、統計・分析機能として、点検結果等の膨大なデータを多面的・多角的に分

析・評価するためのツールとして活用しておいる。例えば、補修計画策定の業務プ

ロセスにおいて、任意のパラメータを用いて様々な角度からグラフ化して損傷傾向

等の分析深掘りが可能となり、従来のマンパワーでの集計・分析の資料作成業務を

不要としている。 

＜整備効果＞ 

➢ 資料作成作業ゼロ：データベースにデータを有していれば、会議に使う検討資料

作成は不要である。 

➢ 手戻りの削減：会議中に様々なデータを確認し、その場で議論が進められるため、

会議後の資料修正など手戻りが不要である。 

➢ 業務品質の確保：インフラデータの可視化だけでなく、思考プロセスの着目点も標

準化している。 

協議日 令和 2年 11月 25日（水） 

協議結果概要 ➢ SMHの整備により、①情報基盤を再構築し、自由にデータの可視化・分析が可

能、②数的根拠（データ）に基づく的確な意思決定、③支援ツールによる迅速な意

思決定、④作業手順だけではなく、意思決定プロセスも標準化を実施することによ

り、関係する技術者を単純作業から開放し、技術者としての役割に専念させること

ができる。 
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表 18.2 個別調査票【整理番号 2020 NO.2】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 道路メンテナンス 2巡目点検（1年目）の状況、インフラメンテナンス国民会議の活動状

況、DXを活用した国道の維持管理の検討状況 

研究機関/研究者 国土交通省 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 国土交通省は 2013年を社会資本メンテナンス元年と位置付け、国を始めとする

様々なインフラの管理者等が一丸となって戦略的に維持管理・更新に取り組むこと

としており、国道、県道、市町村道の点検基準の法定化、「インフラ長寿命化基本

計画」を策定し、防災・安全交付金による財政支援や研修等の人的支援、入札契

約制度の改善や個別施設ごとの基準・マニュアル等の見直しへの取り組みを実施

するなどとしている。 

➢ 今後、予防保全を踏まえた中長期の予算確保、省力化効率化となる新技術の活

用、データベースの更新、継続した人材育成、インフラ受益者への情報共有など、

インフラメンテナンスを持続的に回していくマネジメントの確立が重要である。 

■研究内容 

＜道路メンテナンス 2巡目点検（1年目）の状況＞ 

➢ 2巡目点検の初年度の点検は 1巡目点検より進捗 

➢ 地方公共団体の修繕等措置の着手率は未だ 3割 

➢ 5年間で早期又は緊急に措置を講ずべき状態に変化した割合は 5% 

➢ 撤去等を実施する橋梁の増加 

➢ 点検新技術を活用した地方公共団体は 1割未満 

＜インフラメンテナンス国民会議の活動状況＞ 

➢ 2020年度活動の基本方針は、過年度の取り組み結果に基づく「プラットフォームと

しての機能の確立」、「インフラメンテナンスの理念の普及」をベースとし、各地方

フォーラムを窓口とした連携活動により地域の課題解決を具体に進める。 

➢ 産学官民が役割を担いインフラ施設を自律的・継続的に維持管理する仕組みの構

築に向け①～③を基本方針とする。 

① 地方フォーラム活動推進による具体ニーズの解決 

② 様々な取り組み好事例の全国展開 

③ 国民会議の自律的活動の実現に向けた対応 

 

＜インフラ DXをめぐる国内の動き＞ 
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項目 内容 

➢ インフラへの国民理解を促進と安全・安心で豊かな生活を実現するために、2020

年 7月末に「DX推進本部」を設置し、「インフラ DX」の動きを本格化。 

➢ 道路の情報収集・情報把握の分野において、道路巡回への ICT技術の導入、

CCTV画像の AI分析による交通障害の自動検知等、SNSを用いた住民意見の

集約分析、道路の情報収集・状況把握の効率化、高度化を図り、①情報の共有に

よる緊急時対応の迅速化、②損傷個所見落とし等のヒューマンエラーの防止、③住

民要望データの収集・分析・蓄積による計画的な維持管理の実現を目指す。 

➢ 1巡目の道路メンテナンス定期点検結果を受け、平成 31年に道路橋の定期点検

を改正し、ドローン等の「点検支援技術」の活用が明記。 

➢ 今後 AI を活用した点検・診断技術の開発、計測・モニタリング技術の検証を進め、

近接目視によらない点検方法の開発が重要。 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.3 個別調査票【整理番号 2020 NO.3】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 土木学会インフラメンテナンス総合委員会の活動状況 

研究機関/研究者 土木学会 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 土木学会は、2020年 4月 1日に、2020年度からの 5か年計画「JSCE2020-2024 

～地域・世代・価値をつなぎ、未来社会を創造する～」をスタートさせ、中期重点目

標の達成に向けて、4つの JSCE2020プロジェクトを始動。 

➢ インフラメンテナンス分野においては、笹子トンネル天井板落下事故に端を発した

社会インフラの老朽化問題や、近年頻発している豪雨災害・地震災害に対するメン

テナンスの重要性に鑑み、2020年度より、これまで個別に活動していたメンテナン

ス関連委員会を統合し、体系的かつ有機的に活動することを目的に、インフラメン

テナンス総合委員会を立ち上げた。 

➢ ①総括機能は幹事会（ただし、個別の活動は小委員会）、②基本問題の検討と提

言は委員会、③市民協働、啓発・発信活動はアクティビティ部会を中心に展開。 

■研究内容 

＜アクティビティ部会の活動＞ 

➢ アクティビティ部会の主催で「地方インフラを対象としたメンテナンス講座」と題して、

財政力や技術力が十分でない小規模の自治体で管理している地方インフラを対象

に、4回シリーズのメンテナンス講座をオンラインで開講 

➢ 第 1回「導入編」（2020年 11月 16日） 

第 2回「インフラメンテナンスの現状編」（2020年 12月 14日） 

第 3回「新技術導入編（2021年 1月 12日） 

第 4回「インフラメンテナンスに関わる市民協働編」（2021年 2月 26日） 

＜土木学会インフラ・マネジメント技術国際展開研究助成の活動＞ 

➢ 土木学会新技術適用推進小委員会・国際展開部会では、道路、橋梁、周辺地盤

などの社会基盤構造物の維持管理に関する技術や制度の国際展開に取り組んで

いる。その活動のひとつとして、2019年度から日本で開発された計測や評価、補修

補強に関する技術を海外の構造物に適用する活動に対して研究助成を行い、日

本の優れた技術が海外展開される機会を創出するとともに、日本の特に若手研究

者が海外で実践的な研究活動を経験することを支援している。 

 

【助成対象となる活動】 
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項目 内容 

・社会基盤構造物（道路、橋梁、周辺地盤など）の維持管理・更新に関わる技術を海

外で適用する研究活動 

・日本で開発された技術（取り組んでいる研究を含む）を、実際に海外の構造物を対

象に適用し、計測や評価、補修等を実施すること 

・文献調査、聞き取り、交流を主たる目的とした活動は対象外。技術の適用に付随す

る調査や交流は認められる 

・対象国に制限はなし。複数国を対象にすることも可能 

・対象国の構造物に円滑に技術適用するために、対象国の構造物管理者、学術機

関、企業（現地法人等含む）、JICA等と連携することが望まれまる。 

【助成対象者】 

・日本の大学・高等専門学校に所属する研究者を代表とした個人または研究グルー

プ 

・研究グループには、学術機関（国立研究機関含む）、企業、NGO、NPO等の組織が

参画可能。海外の政府機関や大学等の学術機関を含むことも可能 

・若手研究者（40歳程度以下）が研究活動メンバーに含まれることが推奨 

【助成期間と助成額】 

・研究期間：採択決定後（2021年 3月予定）〜2023年 3月 

・助成額：1件 400万円（最大） 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.4 個別調査票【整理番号 2020 NO.4】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 新潟市橋梁 AM検討委員会の取り組み 

研究機関/研究者 新潟市 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 新潟市では、AMの考え方を取り入れた計画的・効率的な維持管理のための計画

づくりに取り組んでおり、橋梁の長寿命化、更新時期の平準化や総管理費用の縮

減、道路ネットワークの安全性・信頼性確保に努めている。 

➢ 平成 27年度には、地域の大学等の学識有識者を委員とする橋梁 AM検討委員

会を設立し、新潟市が管理する橋梁維持管理における管理体制の検討、中長期

及び短期事業計画策定、新技術・新制度導入や市民広報手法について検討を推

進している。 

■研究内容 

＜橋梁維持管理のこれまでの取り組み＞ 

➢ 道路ネットワークの安全性・信頼性の確保を最優先とし、同時に修繕や架け替え費

用の縮減と必要予算の平準化を図ることを目的とした、長寿命化修繕計画の策定

を平成 20～22年度の 3箇年で実施 

➢ 平成 25年度の道路法改正に伴い義務化された橋長 2m以上の橋梁の近接目視

点検により橋梁の状態を把握し、健全度の定義の判定区分により健全度の診断を

行い、長寿命化修繕計画に反映 

➢ 道路ネットワーク機能と橋梁特性により、全橋梁に管理区分を設定 

➢ 健全度及び管理区分から優先順位を検討のうえ、対策を実施 

＜橋梁管理システム＞ 

➢ 橋梁台帳、補修履歴、点検調書等の維持管理情報を蓄積し、一元管理システム

「新潟市橋梁データベースシステム」を導入運用 

➢ さらに、点検業者による点検結果の入力を支援する「橋梁現場点検システム」と連

携することで橋梁データベースシステムに点検結果が確実に反映 

＜タブレット端末を活用した小規模橋梁点検＞ 

➢ 点検費用の増大や点検技術者の不足が課題となったことから、橋長の短い橋梁に

対する点検の簡素化を図るタブレット点検システムの活用、地域に精通している地

元建設業者への委託を導入 

 

＜橋梁ワーキング（職場研修会）の取り組み＞ 

➢ 各区及び土木事務所の橋梁担当者を対象とした人材育成研修を実施 
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項目 内容 

➢ 研修の目的は、①橋梁の維持管理に関する基礎知識の習得、②点検方法や効果

的な補修方法についての理解促進、③データベースシステムの操作方法の取得な

どを通じて、職員の橋梁に関する技術力向上を図るもの 

➢ 区役所と土木事務所との橋梁維持管理業務の連携強化も期待 

＜健全度審査会議＞ 

➢ 学識経験者・関係団体等の第三者による「橋梁健全度審査会議」の設置 

➢ 橋梁点検の発注者・受注者が診断根拠のプレゼンテーションを行い、審査員によ

る点検結果の妥当性を評価する取り組み 

➢ 診断基準について目線合わせを図り、点検結果のバラツキを抑制し、受発注者だ

けでなく橋梁維持管理に携わる職員の参加により情報共有と技術力向上を図るな

ど点検・診断体制を強化 

協議日 令和 2年 11月 24日（火） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取り組み 

➢ 自治体による橋梁 AMにおいて、体系化、DX、人材育成、産学官連携を実践して

いる好事例 
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表 18.5 個別調査票【整理番号 2020 NO.5】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 山形県橋梁維持管理システム（DBMY）等の取り組み 

研究機関/研究者 山形県 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 山形県が抱える課題として、膨大な管理ストックと市町村における老朽化対策の遅

れが挙げられ、これらの課題解決のため産学官連携による支援体制を構築。 

➢ この支援体制のもと、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）「インフラ維持管

理・更新・マネジメント」のプロジェクトにおいて、産学官連携によるデータベースシ

ステム（DBMY）の開発が進められ、山形県の様式をこれまで通り使いながら高品

質で使いやすいデータベースシステムを短期間で経済的に導入。 

■研究内容 

＜DBMYの開発＞ 

➢ 山形県県土整備部は、東北大学大学院工学研究科インフラ・マネジメント研究セン

ター（以下、東北大学 IMC）および公益財団法人山形県建設技術センター（以下、

YCC）とともに、平成 28年度から 29年度にかけて「山形県道路橋梁メンテナンス

統合データベースシステム（DBMY）」を共同開発 

➢ DBMYは、これまでバラバラに管理されていた膨大な量の橋梁データを橋梁ごと

に紐付けして表示する、クラウド方式のデータベースシステム 

➢ 開発は、東日本高速道路株式会社の協力により、SIPの研究開発テーマの一つで

ある「高度なインフラ・マネジメントを実現する多種多様なデータ処理・蓄積・解析・

応用技術の開発」（研究責任者：上田功氏（東日本高速道路株式会社））で開発さ

れた「自治体向けインフラ DB」を活用 

＜DBMYの機能＞ 

➢ DBMYでは橋梁形式や橋長、設計基準などの諸元データと、点検・診断・補修履

歴等のメンテナンスデータが橋梁ごとに紐付けされた状態で表示 

➢ 登録されたデータについて、主な条件で抽出・集計することが可能 

➢ 県内全 35市町村が使用（予定）しており、東北大学 IMC、県、YCC と市町村が

DBMYを通じてつながり、産学官が連携してインフラ維持管理の地域課題に対応

する基盤が構築 

＜DBMYの効果＞ 

➢ 迅速・的確なデータ抽出、また、蓄積されたデータの集計・分析により、メンテナン

スデータを有効活用 
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項目 内容 

➢ 点検・診断業務の高度化や効率化、さらには、補修計画や予算管理の適正化に寄

与し、経済的で持続可能な橋梁マネジメントを推進 

➢ 東北大学 IMC、県、YCCおよび市町村が DBMYでつながることで、市町村支援

体制が充実 

  

協議日 令和 2年 12月 21日（月） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取り組み 

➢ 自治体による道路 AMにおいて、これまで通りの様式を使いながら高品質で使い

やすいデータベースシステムを短期間で経済的に導入し、また、システムを通して

大学と連携しながら市町村支援も充実させた好事例 
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表 18.6 個別調査票【整理番号 2020 NO.6】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル コロコロチェッカー 

研究機関/研究者 ➢ 西松建設㈱ 

➢ 佐賀大学理工学部理工学科 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ コロコロチェッカーは、斜張橋の斜材保護管表面全周をカメラで撮影するワイヤレ

スの自走式ロボットである。 

➢ 撮影画像を用いて斜材表面の全周の損傷等の形状・寸法・位置を、近接目視と同

様に確認し、記録を保存する。 

➢ 損傷検出ソフトによる画像解析によって変状を自動で抽出し、損傷の位置・形状等

を展開図などの帳票として出力保存でき、損傷は原画像を拡大することによって詳

細を確認することができる。 

➢ 搬入・設置スペースを確保できれば、通常は交通規制を必要としない。 

➢ また、人による作業は橋面上だけであり、高所作業を必要としない。 

➢ 本計測機器は、斜材を抱き込む形で装着し、斜材を駆動車輪と従動車輪とで挟み

込み、電動モーターにより斜材上を昇降することができる。 

➢ 斜材上を移動しながら機器に内蔵した 4台のカメラにより、保護管の全周を連続的

に動画撮影する。撮影した画像は機器に内蔵される SDカードに記録・保存され、

計測終了後に取り出して専用ソフトによる処理を行う。 

➢ 機器の操作は、操作用ノート PCにより行う。 

➢ 操作用ノート PCは無線 LANにより計測機器と接続する。 

➢ 操作用ノート PCにより機器の操作とリアルタイムのカメラ映像の確認ができる。 
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項目 内容 

 

 

 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.7 個別調査票【整理番号 2020 NO.7】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 超望遠レンズによる構想構造部の外部検査技術 

研究機関/研究者 ➢ ㈱アルファ・プロダクト 

➢ ㈱長大 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ＜特長＞ 

➢ 足場不要で外観検査ができる技術。 

➢ 撮影した画像を PCのモニターで拡大表示し、細部を詳細に見ることで、塗装の剥

離、腐食、欠損等を画像確認できる。 

＜機器構成＞ 

➢ １眼レフカメラ１台、三脚、望遠レンズ、レリーズ（リモートコントロールシャッター）、

簡易測量機能付レーザー距離計、レーザー墨出器。 

➢ 夜間は照明使用。箱桁内部では充電式特殊ストロボ使用。 
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項目 内容 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.8 個別調査票【整理番号 2020 NO.8】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 構造物点検調査ヘリシステム（SCIMUS:スキームス） 

研究機関/研究者 ➢ 中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 構造物点検調査ヘリシステムとは、無人航空機（以下「ドローン」という）に搭載した

デジタル一眼レフカメラ（以下「カメラ」という）を用いて橋梁を撮影し、変状を把握す

る技術である。撮影は、FPVモニタ（機体に取り付けたカメラからの映像を無線で伝

送してディスプレイで確認するシステム）で確認しながら行う。 

【飛行及び撮影方法】 

➢ 上部構造（床版）・・・カメラを垂直方向に設置し、ドローンは床版下面を定速で飛行

させ、連続撮影しながら床版面を撮影する。 

➢ 上部構造（主桁、横桁等）・・・カメラを回転台に乗せ、ドローンを桁間に侵入させて

地上から FPVモニタにより撮影アングルを制御し各部位の撮影を行う。 

➢ 下部構造（橋脚、橋台等）・・・カメラを水平方向に設置し、ドローンは橋脚側面を定

速で飛行させ、連続自動撮影しながら橋脚面を撮影する。 

➢ 橋梁付属物(支承、排水装置等)・・・カメラを回転台に乗せ、ドローンをホバリングさ

せて地上から FPVモニタにより撮影アングルを制御し撮影を行う。 

【変状の抽出】 

➢ ひびわれ・・・連続撮影した画像をソフトウェアでオルソ補正、結合した後、技術者が

目視にて幅、長さについて抽出し展開図への記入及び表に取りまとめる。 

➢ その他の変状・・・撮影した画像を技術者が拡大するなどを行い、展開図への記入

及び表にとりまとめる。 

＜機器の構成＞ 

➢ 基本ベース機器 ・・・ ドローン（４枚羽、電動モーター、バッテリィ）、ガードフレー

ム、ＧＮＳＳ装置、自律飛行装置、飛行制御ボード、(衝突防止装置) 

➢ 画像撮影機材 ・・・ カメラ（動画、静止画）、SD カードに保存 

➢ カメラ制御機材 

〇カメラ方向制御・・・①自動 ジャイロ(カメラの水平垂直制御)付可動雲台(90°) 

             ②手動  可動雲台(水平 360°垂直 90°)、雲台手動制御 

〇カメラ撮影制御・・・地上画像確認モニタ、手動撮影 
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項目 内容 

 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.9 個別調査票【整理番号 2020 NO.9】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 主桁フランジ把持式点検装置（Turrets タレット） 

研究機関/研究者 ➢ ㈱イクシス 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 本技術は、橋梁各部の点検時に自走式ユニット機能を有するロボットにてカメラ撮

影を行い取得した画像データを用いて専用アプリケーションで床版のひびわれの

自動検出と主桁鋼材の腐食状態測定を行う技術である。 

➢ 本計測機器は画像取得機能を有した移動式ロボットある移動装置内にセンシング

デバイスであるデジタルカメラを専用のアタッチメントにより固定して計測を行うもの

である。 

➢ アタッチメント部は、昇降及び橋梁横断方向へ移動する機構を有する装置により測

定デバイスレンズ部が測定箇所に近接し画像データを取得することが可能であり、

計測したデータはカメラに内蔵される SDカードに記録・保存される。 

➢ ・計測データは計測終了後にカメラから取り外し専用サーバーに伝送処理を行う。 

＜移動原理＞【懸架型】 

➢ 橋梁の主桁下フランジを挟む形で本体左右走行ユニットを設置する。 

➢ 下フランジ上を自走し径間方向を、カーボンレール上を観測装置が自動走行し幅

員方向を測定し本体に搭載された自動昇降機構（伸縮式）と橋梁横断方向へ移動

する機構を有する装置を用いて測定対象物の状況に応じた撮影位置を調整する。 

➢ 撮影終了後、機器を次の点検位置へ移設する。 
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項目 内容 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.10 個別調査票【整理番号 2020 NO.10】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 可視画像を用いた AIによるひび割れ自動検出技術 

研究機関/研究者 ➢ ㈱WorldLInk & Company 

➢ 国立大学法人金沢大学 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ この技術は点検箇所を撮影した画像を入力として、コンクリート構造物の代表的な

損傷であるひびわれを人工知能（AI）により自動で検出し、ひびわれ幅の長さ、幅

を自動で計算する。 

➢ 当該技術で出力される結果は、ひびわれ領域をピクセル単位で検出し、ひびわれ

幅の情報でひびわれ領域を色付けした画像ファイルである。 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.11 個別調査票【整理番号 2020 NO.11】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 全磁束法によるケーブル非破壊検査 

研究機関/研究者 ➢ 東京製綱㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 全磁束法はケーブル内に流れる磁束の量がケーブルの断面積に比例する原理を

利用する。 

➢ ケーブルを磁化することでケーブル内に磁束が流れ、その磁束を計測しケーブル

の断面積へと換算する。 

➢ ソレノイド式は磁化方式に電流磁気を用いる。電流をあげ、磁化力を強めることで、

磁束密度を飽和漸近領域まで到達させる。 

➢ 健全部、健全部以外の断面積（飽和漸近領域の磁束）を比較することで、断面の変

化、欠陥（主に腐食）状況を定量的に評価する方法である。 

➢ 永久磁石式全磁束法は磁化方式に永久磁石を用いて、ケーブル長手方向に移動

しながら欠陥を定性的に検知し評価をする方法である。また磁束密度を検知するこ

とでケーブル断面内での位置関係を把握する。 

＜ソレノイド式全磁束＞ 

➢ 移動装置を含まない分離型で、計測装置、データ収集装置、付帯装置の構成にな

る。下記装置を有線接続する。 

磁化器：キャブタイヤケーブル（電線） 

計測器：ガウスメータ（磁束密度）、フラックスメータ（磁束） 

データ収集：データロガー、PC 

付帯装置：電源（200V）、切り替え機（極性）、発電機（100V、200V） 

＜永久磁石式全磁束＞ 

➢ 移動装置を含まない分離型で、計測装置、データ収集装置の構成になる。下記装

置を有線接続する。 

磁化器：永久磁石 

計測器：ラジアルホールセンサー（漏洩磁束：断面方向） 

      アキシャルホールセンサー（漏洩磁束：軸方向） 

      サーチコイル（磁束） 

データ収集：制御器、PC（制御器-PC間：Wi-Fi接続） 
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項目 内容 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.12 個別調査票【整理番号 2020 NO.12】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 鋼材表面探傷システム 

研究機関/研究者 ➢ ㈱IHI 

➢ ㈱IHI検査計測 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 鋼部材の表面に発生した傷(不連続部)を検出する渦電流探傷技術。 

➢ 渦電流プローブ内に配置された励磁用コイルに交流電流を印加し、電磁誘導によ

り鋼部材に渦電流を発生させる。 

➢ 鋼部材表面に傷がある場合には、渦電流に乱れが生じ、渦電流の乱れによる磁束

の変化をプローブ内に配置された検出用コイルで検出する。 

➢ 塗装された鋼部材であっても探傷が可能な高感度プローブを採用している。 

➢ 塗膜割れ部に対して適用し、塗膜下の傷の有無を判断できる技術。 

➢ 本装置は以下の 3つで構成される。 

      探傷器本体 

      渦電流プローブ(渦電流を発生させる励磁コイルと傷を検出する検出コイル含む) 

      PC (探傷器駆動のためのソフトウェアを含んでおり、信号の表示器を兼ねる) 

➢ 本体と渦電流プローブは有線接続し、検査対象物の形状に合わせてプローブを交

換可能。本体と PCの接続は有線もしくは無線通信を選択できる。 

➢ 本体から励磁コイルへ交流電流を印加し、検出コイルによって検出された電圧波形

を本体によって変換後、PC画面に表示する。 
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項目 内容 
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協議結果概要  
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表 18.13 個別調査票【整理番号 2020 NO.13】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル デジタル打音検査とデジタル目視点検の統合システム 

研究機関/研究者 ➢ 原子燃料工業㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 橋梁、トンネル等のコンクリート構造物、付属物を対象に、AEセンサーを用いた打

音計測装置を用い、デジタル化された振動情報（固有周波数、振動の減衰時間）か

ら、コンクリートのうき、剥離、内部欠陥（内部空洞、PCグラウト充填不足）や、ボルト

のゆるみを把握する技術。 

➢ AEセンサーと計測装置、波形処理用タブレット PCがケーブルによって接続された

構造。打音検査ハンマーで打音した振動情報を記録し、現場において計測点毎に

検査結果がコンクリートの変状、ボルトのゆるみの有無を示す基準周波数を超えて

いるか否かを簡易的に表示する。 

 

協議日  

協議結果概要  

  



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-27 

表 18.14 個別調査票【整理番号 2020 NO.14】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル FBG光ファイバーひずみセンサーを用いた橋梁モニタリングシステム 

(支承部の機能障害、ほか） 

研究機関/研究者 ➢ 三井住友建設㈱ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 【支承回転機能障害の可能性検知】 

➢ 実構造物のひずみを計測する方法として従来のひずみセンサーは長期信頼性が

低く、構造物の全寿命に亘る長期の維持管理への適用は困難であった。本システ

ムは、経年劣化の懸念が低い材料のみで構成する FBG光ファイバーひずみセン

サーシステムを用いて、車両走行時における動ひずみを計測することで、「単純桁

において、支承の回転機能に障害が生じている場合、支承近傍に設置したセン

サーのひずみ値が大きくなる」ことに着目して、支承の回転機能障害の可能性を検

知する技術である。 

➢ その他、同じ技術を用いて、以下についても併せて検知可能な技術である。 

【断面剛性変化の可能性検知】 

➢ 重量既知の試験車両を走行させた際の動ひずみを経年的に計測・比較すること

で、「初回計測時より断面剛性が変化している場合、初回計測時の計測値と比較し

て動ひずみが増加数する」ことに着目して断面剛性変化（コンクリートヤング係数の

低下、断面欠損など）の可能性を検知する技術である。また、初回計測時において

は、試験車両が走行する際の応答ひずみ計算値と比較することで、現状の断面剛

性が所要の性能を満たしていることを検証する。 

【活荷重による応答ひずみの実態を把握】 

➢ 測定期間中に橋梁上を通行する全車両による動ひずみを測定し、対象橋梁に生じ

ている、活荷重による応答ひずみの実態を把握する技術である。試験車両によって

生じる応答ひずみをキャリブレーションとすることで、測定期間中に走行する全車両

の重量概算を推定することもできる。 
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項目 内容 

 

協議日  

協議結果概要  
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表 18.15 個別調査票【整理番号 2020 NO.15】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル サンプリングモアレカメラ 

研究機関/研究者 ➢ ㈱共和電業 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 本技術は、橋梁の点検部位をカメラで撮影することにより、桁のたわみ量、橋脚の

変位量又はその変化を定期的に測定し、その変化の有無を確認する技術である。

測定対象部位に、格子状のターゲットを設置し、橋軸の直角又は水平方向及び斜

め方向など、数十 m（50ｍ程度）の範囲内から撮影して変位を測定する。現場での

事前準備はカメラの明るさ、ピント調整のみで、キャリブレーション（撮影距離、角度

の測量等）は不要。変位データはリアルタイムに波形確認することができ、集録 PC

内に CSV ファイルで記録される。また、撮影後に保存された動画又は静止画から

変位をオフライン解析することも可能である。 

➢ 支承および桁のたわみ量は、桁中央部以外も複数点の同時計測が可能。支承は、

支承直上及びその付近の桁や橋台等に複数の格子ターゲットを設置してその変位

量を計測する。桁の 2点間のたわみ量の違いからの回転角（たわみ角）及び支承

直上の桁の水平変位を定期的に計測し、その変化の有無を確認することが可能で

ある。 

計測対象となる部位：支承、桁、橋脚 

計測方向      ：水平・垂直の 2方向および回転角（たわみ角）の計測が可能。 

計測タイミング   ：特に指定なし。 

日中、深夜問わず。新設時や長期維持管理でも使用できる。 

➢ 本技術は、橋軸の直角又は斜め方向から、桁、支承、橋脚等の変位量を計測する

技術である。測定対象に、格子ターゲットを設置する（マグネットシートやシール、塗

装等）。ターゲット面に対し、最大±45度以内の範囲（精度±0.1mmならば、50m以

内）からカメラで撮影し、変位データを記録する。変位データは集録 PC内に CSV

ファイルで記録される。 

➢ 機器構成は、測定対象に、格子ターゲットのみ。撮影場所に下記写真のような機器

を設置する。 
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項目 内容 
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表 18.16 個別調査票【整理番号 2020 NO.16】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 光学振動解析技術 【動画像による支承の変位量・回転量の計測技術】 

研究機関/研究者 ➢ ㈱川金コアテック 

共同研究者 日本電気㈱ 

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 本技術は、支承の基本機能である「変位追随機能」「回転追随機能」を確認するた

めに、動画像を用いた遠隔・非接触の計測手法により、車両通過時や温度変化に

起因して発生する、支承の上沓もしくは支承の上沓と接続されている近傍の上部構

造（主に主桁下フランジや主桁ウェブ）の移動量や回転量を計測するものである。 

➢ 本計測機器は、カメラとレンズによって構成される撮像部、三脚によって構成される

支持部、解析用ソフトウェアをインストールした制御用 PCによって構成されるデー

タ収集・処理部、レーザー距離計によって構成される測距部で構成される。 

➢ 撮像部のカメラやレンズ、支持部の三脚、測距部のレーザー距離計に関しては、計

測対象に合わせて必要なスペックに応じて付け替えが可能である（分離構造）。 

➢ 必要に応じて、対象箇所の照度不足を補うための照明装置を用いる。 
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項目 内容 

 

 

協議日  

協議結果概要  

  



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-33 

表 18.17 個別調査票【整理番号 2020 NO.17】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 非接触変位計測システム MeasureLABO 支承ドクター 

研究機関/研究者 ➢ ㈱ズームスケープ 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ➢ 支承ドクターは、接近が難しい高所に位置する支承に対し、計測機器や測定ター

ゲットを設置することなく、遠方(桁下部～50m離れ)から望遠レンズを搭載したデジ

タルカメラで動画撮影を行い、動画像解析ソフトにより鉛直・水平変位を算出するこ

とで、支承の動的挙動パターンの計測・解析を行う技術である。 

➢ 一般走行する大型車両による移動荷重をもとに支承の挙動の解析を行うため、試

験車両を必要とせず、大型車両の走行が多い道路であれば、5分程度撮影すれば

よい。 

➢ 現場における設置作業についても、カメラを設置した後、レーザー距離計により計

測対象までの距離や撮影角を測るだけであり、1 ヵ所当たり 1時間程度と短時間で

済み、効率的かつ安全である。 

➢ 予めターゲットを設置しておく必要がないため、解析目的に合わせ計測点を追加配

置できる。その操作もノートパソコンの画面上で計測箇所を指定するだけなので、

自由度が高く簡便である。 

➢ 4K動画撮影または連続撮影可能なカメラ及びレンズ、レーザー距離計が主な撮影

機材である。 

主な機材構成 

 ・4K動画対応カメラ 1台 

 ・望遠レンズ対応タイプ三脚 1本 

 ・解析用 PC 1台 

 ・レーザー距離計 1台 

 ・取り付け治具 1セット 

 ・運搬用保護ケース 

➢ 解析用 PCには支承ドクター専用ソフトウェアが搭載されている。 

➢ 撮影機材と解析用 PCは 1個の運搬用の保護ケースに入れて提供される。 
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表 18.18 個別調査票【整理番号 2020 NO.18】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル FBG方式光ファイバーセンサー 

研究機関/研究者 ➢ ㈱共和電業 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ＜概 要＞ 

➢ FBG (Fiber Bragg Grating)方式の光ファイバー変位センサー（以下：センサー）とそ

の計測器（EFOX-1000B-4）を用いて、支承部および桁における走行車両の影響を

調査する。 

➢ センサー本体は、主に橋桁に固定し、センサーの可動ロッド先端部は橋台に固定

することで、支承部の変位量を計測する技術である。 

➢ 具体的には、支承部の変位がセンサーの FBGへ入力されると、その変位量が

FBGのブラッグ波長の変化となる。計測器によってそのブラッグ波長を計測し、計

測用 PCの制御ソフト内で、ブラッグ波長を物理量（変位量）に変換し、時系列デー

タと共に保存される。 

＜必要な機器構成＞ 

➢ FBG方式光ファイバーセンサー（以下、センサー と呼ぶ） 

➢ 計測器（EFOX-1000B-4）、計測用ＰＣ（ソフト含む）、ケーブル類、商用電源、その

他、現場環境による。 

＜計測対象となる部位＞ 

➢ 支承部および桁 

＜測定内容＞ 

➢ 支承部および桁における走行車両の影響を調査する。特に、大型車両走行時の

支承部の変位量を計測する。計測器、PCは、測定時のみ設置する測定方法も可

能である。一定時間を置いて、複数回計測することで、計測箇所の変位量が経年

変化等による変化が無いか確認する。橋梁に配置された各センサーは光ファイ

バーで直列につなぐため、計測点数が複数点であっても省配線となる特徴を持

つ。（1本の光ファイバーに直列につなげられるセンサー数は、センサーの仕様、

条件によって変わるが、数十点のセンサーを接続可能） 

＜計測タイミング＞ 

➢ センサーを設置後、点検時等の際に計測器と PCを持参し、任意のタイミングで計

測するか、常設し、日中、深夜問わず、新設時からの計測や長期維持管理でも使

用できる計測技術である。 
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項目 内容 

➢ 機器構成は、FBG方式光ファイバー変位センサー、計測器（EFOX-1000B-4）、計

測用 PC（収録ソフト）とそれらをつなぐケーブル類。 （※ PC、計測器に電源

（AC100V）が必要） 

➢ 本技術は、対象の橋梁支承部に、FBG方式光ファイバーセンサーを取付け、車両

走行時の支承部変位量を計測する技術である。FBG方式は光ファイバー1本にセ

ンサーを複数個、直列配置できるため、省配線化が実現する。また光ファイバーセ

ンサーは、他の技術と比較して、特徴である、①外来ノイズの影響を受けない②絶

縁抵抗の低下による計測不良がない③雷サージなどによる故障がない。計測器の

光源は、波長帯域が 1460nm～1620nm とワイドであり、1本の光ファイバー上に数

十個のセンサーを構成することができるため、多点計測が可能。 
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表 18.19 個別調査票【整理番号 2020 NO.19】 

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル インフラ再生技術者育成新潟地域協議会 

研究機関/研究者 新潟大学・長岡技術科学大学 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 北陸地域の自然環境に起因する、災害やインフラの維持管理上の課題を適切に

把握する、インフラ再生技術者の養成プログラムの開発と技術者の育成 

■研究内容 

➢ 長岡技術科学大学、新潟大学、長岡高等工業専門学校、国土交通省北陸地方整

備局、新潟県、新潟市、新潟県建設業協会、建設コンサルタント協会北陸支部の

協力を得て設立 

➢ 社会基盤施設・設備の点検等を実施できる技術者の育成で、年 2回、ME養成講

座を実施 

➢ ME養成講座は約 1か月にわたり、座学と現場実習が組み込まれている 

協議日 令和 2年 11月 24日（火）・25日（水） 

協議結果概要 ■好事例・展開可能な取り組み 

➢ 産学官連携による技術者育成の好事例 
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表 18.20 個別調査票【整理番号 2020 NO.20】 

 

  

項目 内容 

基本事項 

研究タイトル 埼玉橋梁メンテナンス研究会 

研究機関/研究者 埼玉大学 

共同研究者  

研究概要 

技術分野 ➀調査点検診断 ➁材料補修補強 ③情報通信 ④ロボット ⑤道路 AM 

適応分野 ➀舗装 ➁土工のり面等 ③コンクリート構造 ④橋梁 ⑤その他 

研究目的・内容 ■研究目的 

➢ 埼玉県内の道路インフラ施設である道路橋の維持管理（点検、診断、補修、補強）

について広く情報を収集するとともに、その保全施策や保全技術に対して検討・研

究を行うこと及び県内橋梁技術者を育成し、県内橋梁の保全の効率化に貢献する 

■研究内容 

➢ 埼玉県、埼玉県建設コンサルタント技術研修会、埼玉大学研究機構レジリエント社

会研究センターの 3者で発足し、後にさいたま市と関東地方整備局大宮国道事務

所が参加 

➢ 橋梁保全の施策や技術の検討・研究と橋梁技術者の育成を通じて、橋梁保全の

効率化に貢献するため、①技術者育成、②補修・更新の考え方、③点検手法と成

果について 3つのワーキンググループを運営 

＜WG1：橋梁メンテナンス技術者育成＞ 

➢ 橋梁に関する一般知識や PC及び鋼橋に関する維持保守に関する研修を 3回シ

リーズとして年 1回開催することで、継続参加を促すとともに、技術力の向上を期

待 

＜WG2：補修と更新の留意点＞ 

➢ 著しく損傷した橋への対処方法の一つに更新（架換え）を挙げ、更新（架換え）する

際の着眼点を「補修・更新の着眼点リスト」に整理 

➢ 橋の撤去や集約が難しい場合、高額の維持費を要する橋構造から他の構造への

転換にも言及 

➢ 市町村等の専門性の低い職員でも分かりやすいチェックリスト「既存橋梁の補修・

更新の着眼点について(案)」の作成 

＜WG3：橋梁点検の効率化＞ 

➢ 国土交通省と連携して、高所懸垂型、ドローン型の活用を検討 

➢ フォーマットが統一されていない点検調書の付属資料の標準化を図る 

協議日 令和 3年 1月 6日（水） 

協議結果概要 ■好事例 

➢ 産学官連携による技術者育成、技術支援、点検効率化の好事例 
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18.2  プミポン橋（タイ地方道路局(DRR)）の AM評価 

18.2.1  成熟度評価の実施方法 

成熟度評価は表 18.21 に示す参加者、日程で Web ヒアリングにより実施し、事前に評価表を配布

し、評定の仕方をキックオフミーティング時に説明した。しかし、ヒアリングの日程は、先方の都合

で延期が重なり整わず、ヒアリングを実施していない。最終的には、2022年 2月 3日に、DRRが自

己記入した評価表の提出にとどまり、相手が評定した内容、その理由と背景を説明してもらっておら

ず、設問の意図および客観的視点から何ら確認・修正していないため、正しく記入されているかは不

明である。 

表 18.21 成熟度評価ヒアリングの実施内容（プミポン橋） 

項目 日時 出席者 内容 

JICA 

キックオフ 

2021年 11月 10日 

11時半～12時 

JICA本部、JEXWAY 趣旨説明 

DRR 

キックオフ 

2021年 11月 25日 

14:00～15:10(タイ
現地時間) 

Dr. Kitti Manokum (Director, Maintenance Management  

System Development Div.) 

Dr. Chaowalit Tipakornwong (Director, Regional  

Community Bridge Maintenance Div) 

Dr. Puttipong (Director of Construction Supervision 3,  

Bridge Construction Bureau) 

趣旨説明、
ヒアリング
日時設定 

ヒアリング  （2度の延期と先方の日程未提示により実施せず）  

18.2.2  AM評価 結果一覧 

DRRが 2022年 2月 3日に提出したプミポン橋の評価結果を図 18.1 ～ 図 18.4に示す。 
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図 18.1 DRRのプミポン橋 AM評価結果一覧【橋梁】(1/2) 

 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

橋梁 3.1 75.7% ┬─点検 3.2 78% ┬─点検体制 3.7 73% ┬─体制 4.0 80%

│ │ │

│ │ ├─点検員の技術レベル 3 60%

│ │ │
│ │ └─点検機器の稼働 4 80%

│ │

│ ├─点検マニュアル 3.1 77% ┬─日常点検マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─日常点検マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ ├─定期点検マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─定期点検マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.3 67%

│ │

│ ├─日常点検の実施 3.0 87% ┬─点検範囲 3 100%

│ │ │

│ │ ├─点検の実施頻度 3 100%

│ │ │

│ │ └─点検記録の保存・共有 3 60%

│ │

│ └─定期点検の実施 3.0 87% ┬─点検範囲 3 100%

│ │

│ ├─点検の実施頻度 3 100%

│ │

│ └─点検記録の保存・共有 3 60%

│

├─診断 3.5 73% ┬─診断の体制 3.5 70% ┬─体制 4.0 80%

│ │ │

│ │ └─診断の技術レベル 3 60%

│ │
│ ├─診断マニュアル 3.2 78% ┬─診断マニュアル整備 3 60%
│ │ │

│ │ ├─診断マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.7 73%

│ │

│ └─健全度の診断 3.7 73% ┬─損傷原因の究明 4 80%

│ │

│ ├─損傷度のランク分け 4 80%

│ │

│ └─診断記録の保存・共有 3 60%

│

├─補修・改築計画 3.2 82% ┬─橋梁資産台帳・DB 3.0 80% ┬─整備 3 60%

│ │ │

│ │ └─運用 3 100%

│ │

│ ├─橋梁マネジメントシステム 3.0 80% ┬─整備 3 60%

│ │ │

│ │ └─運用 3 100%

│ │

│ └─計画の策定 3.4 92% ┬─計画の立案 4 80%

│ │

│ ├─計画の範囲 3 100%

│ │

│ ├─健全度の予測 3 100%

│ │

│ ├─補修・改築にかかる費用の把握 3 100%

│ │

│ └─予防保全 4 80%
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図 18.2 DRRのプミポン橋 AM評価結果一覧【橋梁】(2/2) 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

├─日常維持管理 3.0 70% ┬─日常維持管理の体制 3.0 60% ┬─体制 3.0 60%

│ │ │

│ │ ├─維持管理責任者の技術レベル 3 60%

│ │ │

│ │ └─維持管理作業機械（橋梁）の稼働 3 60%

│ │

│ ├─清掃（橋梁） 3.0 80% ┬─清掃範囲 3 100%

│ │ │

│ │ └─清掃の実施頻度 3 60%

│ │

│ └─応急措置 3.0 80% ┬─変状・損傷対応の管理 3 60%

│ │

│ ├─変状の小補修（仮補修） 3 100%

│ │

│ ├─障害等の応急復旧 3 100%

│ │

│ └─応急措置記録の保存・共有 3 60%

│

├─補修 3.0 67% ┬─補修の体制 3.2 63% ┬─体制 3.5 70%

│ │ │

│ │ ├─補修の技術レベル 3 60%

│ │ │

│ │ └─資機材調達 3 60%

│ │

│ ├─品質基準 3.0 73% ┬─品質基準の整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─品質基準の適用 3 100%

│ │ │

│ │ └─品質監理 3 60%

│ │

│ ├─補修（設計）マニュアル 3.0 77% ┬─補修（設計）マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─補修（設計）マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.1 71%

│ │

│ └─補修の実施 3.0 70% ┬─施工計画・工程管理 3 60%

│ │

│ ├─補修（本補修） 3 100%

│ │

│ ├─変更の管理 3 60%

│ │

│ └─補修記録の保存・共有 3 60%

│

└─改築・更新 3.0 64% ┬─改築・更新の体制 3.0 60% ┬─体制 3.0 60%

│ │

│ ├─改築・更新の技術レベル 3 60%

│ │

│ └─資機材調達 3 60%

│

└─改築・更新の実施 3.0 70% ┬─実施計画 3 60%

│

├─改築・更新 3 100%

│

├─変更の管理 3 60%

│

└─改築・更新記録の保存・共有 3 60%
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図 18.3 DRRのプミポン橋 AM評価結果一覧【監視（モニタリング）】 

 

 

 

図 18.4 DRRのプミポン橋 AM評価結果一覧【組織運営】 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

監視（モニタリング） 3.3 80.0% ┬─交通状況 3.5 88% ──交通量 3.5 90% ┬─モニタリング範囲 3 100%

│ │

│ ├─モニタリング頻度 3 100%

│ │

│ ├─モニタリング地点 3 60%

│ │

│ └─モニタリング結果の情報共有・活用 5 100%

│

└─気象・防災 3.0 67% ──降水・気温・風 3.0 70% ┬─モニタリング範囲 3 100%

│

├─モニタリング頻度 3 60%

│

├─モニタリング地点 3 60%

│

└─モニタリング結果の情報共有 3 60%

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

組織運営 3.0 64.9% ┬─組織体制 3.1 65% ┬─アセットマネジメントサイクル 3.0 60% ┬─マネジメント目標の設定 3 60%

│ │ │

│ │ ├─内部監査の実施 3 60%

│ │ │

│ │ └─マネジメントレビューの実施 3 60%

│ │

│ ├─組織 2.5 50% ┬─役割分担 3 60%

│ │ │

│ │ └─人員配置 2 40%

│ │

│ ├─統制 3.0 73% ┬─トップのコミットメント 3 100%

│ │ │

│ │ ├─当該組織の影響力 3 60%

│ │ │

│ │ └─CPの意欲と能力 3 60%

│ │

│ ├─事業継続 3.3 67% ┬─事故による変更管理 4 80%

│ │ │

│ │ ├─降雨による変更管理 3 60%

│ │ │

│ │ └─地震による変更管理 3 60%

│ │

│ └─運営補助施設 3.5 70% ┬─研修施設 3 60%

│ │

│ └─通信施設 4 80%

│

├─予算・資金調達 2.5 56% ┬─予算 2.5 50% ┬─予算計画 3 60%

│ │ │

│ │ └─予算配分 2 40%

│ │

│ └─資金調達 2.5 63% ┬─短期的資金調達 2 67%

│ │

│ └─長期的資金調達 3 60%

│

├─入札・契約制度 3.0 60% ──入札・契約制度 3.0 60% ┬─積算基準 3 60%

│ │

│ ├─談合防止 3 60%

│ │

│ ├─契約方式 3 60%

│ │

│ ├─調達プロセス 3 60%

│ │

│ └─契約変更 3 60%

│

└─技術研修 3.0 75% ┬─舗装研修 3.0 80% ┬─研修計画 3 100%

│ │

│ └─研修内容 3 60%

│

└─橋梁研修 3.0 80% ┬─研修計画 3 100%

│

└─研修内容 3 60%
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18.3  マハチェサダーボディンドラヌソーン橋（タイ地方道路局(DRR)）の AM評価 

18.3.1  成熟度評価の実施方法 

成熟度評価は表 18.22 に示す参加者、日程で Web ヒアリングにより実施し、事前に評価表を配布

し、評定の仕方をキックオフミーティング時に説明した。しかし、ヒアリングの日程は、先方の都合

で延期が重なり整わず、ヒアリングを実施していない。最終的には、2022年 2月 3日に、DRRが自

己記入した評価表の提出にとどまり、相手が評定した内容、その理由と背景を説明してもらっておら

ず、設問の意図および客観的視点から何ら確認・修正していないため、正しく記入されているかは不

明である。 

表 18.22 成熟度評価ヒアリングの実施内容（マハチェサダーボディンドラヌソーン橋） 

項目 日時 出席者 内容 

JICA 

キックオフ 

2021年 11月 10日 

11時半～12時 

JICA本部、JEXWAY 趣旨説明 

DRR 

キックオフ 

2021年 11月 25日 

14:00～15:10(タイ
現地時間) 

Dr. Kitti Manokum (Director, Maintenance Management  

System Development Div.) 

Dr. Chaowalit Tipakornwong (Director, Regional  

Community Bridge Maintenance Div) 

Dr. Puttipong (Director of Construction Supervision 3,  

Bridge Construction Bureau) 

趣旨説明、
ヒアリング
日時設定 

ヒアリング  （2度の延期と先方の日程未提示により実施せず）  

18.3.2  AM評価結果一覧 

DRRが 2022年 2月 3日に提出したマハチェサダーボディンドラヌソーン橋の評価結果を図 18.5

～図 18.8に示す。 
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図 18.5 DRRのマハチェサダーボディンドラヌソーン橋 AM評価結果一覧【橋梁】(1/2) 

 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

橋梁 3.1 75.2% ┬─点検 3.1 76% ┬─点検体制 3.5 70% ┬─体制 3.5 70%

│ │ │

│ │ ├─点検員の技術レベル 3 60%

│ │ │
│ │ └─点検機器の稼働 4 80%

│ │

│ ├─点検マニュアル 3.1 77% ┬─日常点検マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─日常点検マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ ├─定期点検マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─定期点検マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.3 67%

│ │

│ ├─日常点検の実施 3.0 87% ┬─点検範囲 3 100%

│ │ │

│ │ ├─点検の実施頻度 3 100%

│ │ │

│ │ └─点検記録の保存・共有 3 60%

│ │

│ └─定期点検の実施 3.0 87% ┬─点検範囲 3 100%

│ │

│ ├─点検の実施頻度 3 100%

│ │

│ └─点検記録の保存・共有 3 60%

│

├─診断 3.3 69% ┬─診断の体制 3.0 60% ┬─体制 3.0 60%

│ │ │

│ │ └─診断の技術レベル 3 60%

│ │
│ ├─診断マニュアル 3.2 78% ┬─診断マニュアル整備 3 60%
│ │ │

│ │ ├─診断マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.7 73%

│ │

│ └─健全度の診断 3.7 73% ┬─損傷原因の究明 4 80%

│ │

│ ├─損傷度のランク分け 4 80%

│ │

│ └─診断記録の保存・共有 3 60%

│

├─補修・改築計画 3.2 82% ┬─橋梁資産台帳・DB 3.0 80% ┬─整備 3 60%

│ │ │

│ │ └─運用 3 100%

│ │

│ ├─橋梁マネジメントシステム 3.0 80% ┬─整備 3 60%

│ │ │

│ │ └─運用 3 100%

│ │

│ └─計画の策定 3.4 92% ┬─計画の立案 4 80%

│ │

│ ├─計画の範囲 3 100%

│ │

│ ├─健全度の予測 3 100%

│ │

│ ├─補修・改築にかかる費用の把握 3 100%

│ │

│ └─予防保全 4 80%
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図 18.6 DRRのマハチェサダーボディンドラヌソーン橋 AM評価結果一覧【橋梁】(2/2) 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

├─日常維持管理 3.0 70% ┬─日常維持管理の体制 3.0 60% ┬─体制 3.0 60%

│ │ │

│ │ ├─維持管理責任者の技術レベル 3 60%

│ │ │

│ │ └─維持管理作業機械（橋梁）の稼働 3 60%

│ │

│ ├─清掃（橋梁） 3.0 80% ┬─清掃範囲 3 100%

│ │ │

│ │ └─清掃の実施頻度 3 60%

│ │

│ └─応急措置 3.0 80% ┬─変状・損傷対応の管理 3 60%

│ │

│ ├─変状の小補修（仮補修） 3 100%

│ │

│ ├─障害等の応急復旧 3 100%

│ │

│ └─応急措置記録の保存・共有 3 60%

│

├─補修 3.0 67% ┬─補修の体制 3.2 63% ┬─体制 3.5 70%

│ │ │

│ │ ├─補修の技術レベル 3 60%

│ │ │

│ │ └─資機材調達 3 60%

│ │

│ ├─品質基準 3.0 73% ┬─品質基準の整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─品質基準の適用 3 100%

│ │ │

│ │ └─品質監理 3 60%

│ │

│ ├─補修（設計）マニュアル 3.0 77% ┬─補修（設計）マニュアル整備 3 60%

│ │ │

│ │ ├─補修（設計）マニュアル運用 3 100%

│ │ │

│ │ └─マニュアルの技術レベル 3.1 71%

│ │

│ └─補修の実施 3.0 70% ┬─施工計画・工程管理 3 60%

│ │

│ ├─補修（本補修） 3 100%

│ │

│ ├─変更の管理 3 60%

│ │

│ └─補修記録の保存・共有 3 60%

│

└─改築・更新 3.0 64% ┬─改築・更新の体制 3.0 60% ┬─体制 3.0 60%

│ │

│ ├─改築・更新の技術レベル 3 60%

│ │

│ └─資機材調達 3 60%

│

└─改築・更新の実施 3.0 70% ┬─実施計画 3 60%

│

├─改築・更新 3 100%

│

├─変更の管理 3 60%

│

└─改築・更新記録の保存・共有 3 60%
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図 18.7 DRRのマハチェサダーボディンドラヌソーン橋 AM評価結果一覧【監視(モニタリング)】 

 

 

図 18.8 DRRのマハチェサダーボディンドラヌソーン橋 AM評価結果一覧【組織運営】 

  

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

監視（モニタリング） 2.9 69.2% ┬─交通状況 3.3 83% ──交通量 3.3 82% ┬─モニタリング範囲 3 100%

│ │

│ ├─モニタリング頻度 2 67%

│ │

│ ├─モニタリング地点 3 60%

│ │

│ └─モニタリング結果の情報共有・活用 5 100%

│

└─気象・防災 2.5 56% ──降水・気温・風 2.5 57% ┬─モニタリング範囲 2 67%

│

├─モニタリング頻度 2 40%

│

├─モニタリング地点 3 60%

│

└─モニタリング結果の情報共有 3 60%

Lv Achv Lv Achv Lv Achv Lv Achv

大項目 中項目 小項目 細目

組織運営 3.0 66.4% ┬─組織体制 3.2 67% ┬─アセットマネジメントサイクル 3.0 60% ┬─マネジメント目標の設定 3 60%

│ │ │

│ │ ├─内部監査の実施 3 60%

│ │ │

│ │ └─マネジメントレビューの実施 3 60%

│ │

│ ├─組織 3.0 60% ┬─役割分担 3 60%

│ │ │

│ │ └─人員配置 3 60%

│ │

│ ├─統制 3.0 73% ┬─トップのコミットメント 3 100%

│ │ │

│ │ ├─当該組織の影響力 3 60%

│ │ │

│ │ └─CPの意欲と能力 3 60%

│ │

│ ├─事業継続 3.3 67% ┬─事故による変更管理 4 80%

│ │ │

│ │ ├─降雨による変更管理 3 60%

│ │ │

│ │ └─地震による変更管理 3 60%

│ │

│ └─運営補助施設 3.5 70% ┬─研修施設 3 60%

│ │

│ └─通信施設 4 80%

│

├─予算・資金調達 2.8 62% ┬─予算 3.0 60% ┬─予算計画 3 60%

│ │ │

│ │ └─予算配分 3 60%

│ │

│ └─資金調達 2.5 63% ┬─短期的資金調達 2 67%

│ │

│ └─長期的資金調達 3 60%

│

├─入札・契約制度 3.0 60% ──入札・契約制度 3.0 60% ┬─積算基準 3 60%

│ │

│ ├─談合防止 3 60%

│ │

│ ├─契約方式 3 60%

│ │

│ ├─調達プロセス 3 60%

│ │

│ └─契約変更 3 60%

│

└─技術研修 3.0 75% ┬─舗装研修 3.0 80% ┬─研修計画 3 100%

│ │

│ └─研修内容 3 60%

│

└─橋梁研修 3.0 80% ┬─研修計画 3 100%

│

└─研修内容 3 60%
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18.4  第 2回国内委員会配布資料 

RAMP 

第 2 回国内支援委員会 

 

１．日 時  令和 2年 11月 20日（金） 16:00～17:30 

 

２．場 所  オンライン（Microsoft Teams会議） 

 

３．議 事 

（１）開会挨拶 （JICA社会基盤部 金縄参事役） 

（２）2019年度 RAMP の業務報告（JEXWAY 岡本部長） 

（３）2020年度 RAMP の業務内容の報告（JEXWAY 岡本部長） 

（４）長期研修員事業の現状に、課題別研修、その他 RAMPの活動に関する報告（JICA 和

地） 

（５）RAMP2021年度以降の予定（JICA 和地） 

（６）ラオス国橋梁維持管理能力強化プロジェクト案件形成に関して  （JICA 富重） 

（７）委員の追加について       （JICA 和地） 

（８）閉会挨拶 （JICA社会基盤部 天田部長） 

 

４．配布資料 

資料１：2019年度 RAMPの業務報告 

資料２：2020年度 RAMPの業務内容の報告 

資料３：長期研修員事業の現状に、課題別研修、その他 RAMP の活動に関する報告 

資料４：RAMP2021年度以降の予定 

資料５：ラオス国橋梁維持管理能力強化プロジェクト案件形成に関して 

 

参考資料：RAMP 国内支援委員会 委員の追加 

 

以 上 
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RAMP 

第 2 回国内支援委員会 

 

出席者名簿 

 

委員長  長井 宏平  東京大学生産技術研究所 准教授 

委 員  藤木 修   一般財団法人日本 AM 協会 理事 

委 員  大島 義信  株式会社ナカノフドー建設 顧問、長崎大学 客員教授 

委 員  信田 佳延  公益社団法人土木学会 上席研究員 

 

事務局  天田 聖   独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 部長 

     小泉 幸弘  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 次長 

     金縄 知樹  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 参事役 

     鈴木 雅弘  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 

運輸交通グループ 第一チーム 

     仁藤 健     同 上 

     吉岡 七輝    同 上 

     富重 博之    同 上 

     和地 敬     同 上 

 

     岡本 晃   日本高速道路インターナショナル株式会社 

     森田 雅巳    同 上 

     児玉 知之    同 上 

     笠松 弘治    同 上 

長尾 日出夫 大日本コンサルタント株式会社 

長澤 源太郎   同 上 

松林 祥代    同 上 

     辻  武彦  一般社団法人国際建設技術協会      

     高橋 靖     同 上 

蔵元 利治  西日本高速道路株式会社 

 

オブザーバーｰ 古木 守靖  一般社団法人国際建設技術協会 技術顧問 

所澤 光   アジア科学教育経済発展機構 プロジェクト開発・推進部 

布施 真奈美   同 上 

   

以 上 
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資料 1 2019年度 RAMPの業務報告 
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資料 2 2020年度 RAMPの業務内容の報告 
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資料 3 長期研修員事業の現状に、課題別研修、その他 RAMPの活動に関する報告 
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資料 4 RAMP2021年度以降の予定 

 

 

 

今後の予定（案） 

 

 

第 3 回委員会：2021 年 3 月頃 

 ・RAMP 活動報告 

   道路 AM 評価手法検討状況 

   道路 AM 成熟度評価実施（その１） 

   国内動向調査結果 

   課題別研修体系化検討状況  等々 

 

第 4 回委員会：2021 年 8 月頃 

 ・RAMP 活動報告 

   道路 AM 成熟度評価実施（その２） 

国外動向調査結果 

詳細計画策定調査実施状況 

広報用資料について 

   過年度課題別研修モニタリング状況報告 等々 

 

 

  

資料４ 



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-79 

資料 5 ラオス国橋梁維持管理能力強化プロジェクト案件形成に関して 
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18.5  第 3回国内委員会配布資料 

RAMP 

第 3 回国内支援委員会（案） 

 

１．日 時  令和 3年 5月 10日（月） 13:30～15:00 

 

２．場 所  オンライン（Microsoft Teams会議） 

 

３．議 事 

（１）開会挨拶    （JICA 社会基盤部 小柳課長） 

（２）道路 AM 評価手法検討状況     （JEXWAY 岡本部長） 

（３）国内動向調査結果                 （IDI 辻部長） 

（４）課題別研修「道路 AM 研修（A/B）」の 2020 年度実施報告 

        （IDI 辻部長） 

（５）JICA 留学生セミナーin2021 の開催報告   （JICA 吉岡） 

（６）閉会挨拶    （JICA 社会基盤部 天田部長） 

 

４．配布資料 

 資料１：道路 AM 評価手法検討状況  

 資料２：国内動向調査結果 

資料３：課題別研修「道路 AM 研修（A/B）」の 2020 年度実施報告  

資料４：JICA 留学生セミナーin2021 の開催報告 

 

参考資料：JICA RAMP パンフレット（A4両面 1枚） 

 

以 上 
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RAMP 

第 3 回国内支援委員会 

 

出席者名簿 

 

委員長  長井 宏平  東京大学生産技術研究所 准教授 

委 員  藤木 修   一般財団法人日本 AM 協会 理事 

委 員  大島 義信  株式会社ナカノフドー建設 顧問、長崎大学 客員教授 

委 員  信田 佳延  公益社団法人土木学会 上席研究員 

委 員  古木 守靖  株式会社建設技研インターナショナル 特別技術顧問 

 

事務局  天田 聖   独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 部長 

     小泉 幸弘  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部運輸交通グループ 次長 

     小柳 桂泉  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部運輸交通グループ 

            第一チーム 課長 

     鈴木 雅弘  独立行政法人国際協力機構 社会基盤部 

運輸交通グループ 第一チーム 

     仁藤 健     同 上 

     富重 博之    同 上 

     和地 敬     同 上 

     高橋 雅宗    同 上 

     吉岡 七輝    同 上 

 

     岡本 晃   日本高速道路インターナショナル株式会社 

     森田 雅巳    同 上 

     児玉 知之    同 上 

     笠松 弘治    同 上 

長尾 日出夫 大日本コンサルタント株式会社 

長澤 源太郎   同 上 

松林 祥代    同 上 

     辻  武彦  一般社団法人国際建設技術協会      

     高橋 靖     同 上 

蔵元 利治  西日本高速道路株式会社 

 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 所澤 光   アジア科学教育経済発展機構 プロジェクト開発・推進部 

      

   

以 上 
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資料 1 2020年度 RAMPの業務報告 道路 AM評価の見直し 
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2020 年度 道路 AM 評価 レーダーチャート（例） 

1.レベル評価 

 

 

図 1 レベル評価 中項目 

 

図 2 レベル評価 大項目 
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資料 1-2 
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2.成熟度評価 

 

図 3 成熟度評価 中項目 

 

 

図 4 成熟度評価 大項目 
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3.英語版（レベル評価） 
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資料 2 RAMPの業務報告 国内動向調査 
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資料 3 2020年度 課題別研修「道路 AM」実施報告 

 

 

      
                   

    

       

            

           

 

資料 

      
                        

              

     

                              

                            

     

                                    

              

                                     

                               

                             

 



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-102 

           

     

                                     
             

     

                                    
               

                                    
    

                                    
              

                                      
                           

                                    
        

 

          

                 

               

                    

                                    
                   

                  

                           

            

            

               

 



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-103 

 

 

          

                                     

                        

                                        

      

                            

                                 

                                 

             

                    

             

                              

                       

                                

 

                   
     
                 
                                
                                       

     
                  
                                  
                                       
                                       
    

 



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-104 

 

 

                   
         
                      
                                      
                               
                                        
             

      
                          
                                       
                               
                                          
     

 

                   
      
                
                                         
                                
                                         
       

      
                  
                                         
                                        
                                    

 



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-105 

 

 

                   
    
               
                                 
                                    
         

   
                      
                                      
                       

 

                   
    
                            
                                
                                       

     
                           
                                         
                                     

  



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-106 

 

 

                   
    
                  
                                  
                                      
                            

    
                          
                                      
                                     
                        

  

                   
    
                      
                                       
                                    
                            

     
                               
                               
                                       
           

  



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-107 

 

 

                   
     
                              
                                             
                                      
                        

              
                     
                                        
                                    
                               

  

                   
             
                      
                                        
                                    
                               

               
                      
                                        
                                    
                               

  



2020年度道路アセットマネジメントプラットフォーム技術支援に関する情報収集・確認調査 

第１８章 参考資料 

18-108 

 

 

 

 

 

 

資料４ JICA留学セミナーin2021 開催報告 
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18.6  第 4回国内委員会配布資料 

資料 1 RAMP第 4回国内支援委員会議事次第 
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資料 2 RAMP第 4回国内支援委員会出席者名簿 
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資料 3 RAMP技術支援に関する情報収集・確認調査 
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18.7  WBとの意見交換資料 

打ち合わせ議事録 

1．日時  2020年 12月 9日（水）16：00～17：20 

2．方法  Web会議  

3．出席者 WB      Binyam Reja、Jen Jung Eun Oh 

  東京大学 長井准教授 

  岐阜大学 木下准教授 

  土木学会 信田上席研究員 

JICA  金縄参事役、吉岡、和地 

JEXWAY  岡本部長、笠松、他 

4．打ち合わせ内容 

◎[自己紹介] 

1) Binyam Reja：WB Transport Global Unitの Global Practice Manager。Transport Global Unitは 2020

年 7月に新しくできた組織で、今後数ヶ月間は実施中の中国とモンゴルのプログラムに従事し、

その後WB本部に戻る予定 

2) Jen Jung Eun Oh：中国、モンゴルに関するインフラ部門のリーダー 

[JICA] 

3) 本日の打ち合わせの目的は道路 AM に関する意見交換を行うことで 90 分間程度を予定。最初

に JICA から 3 つのトピックを説明、そして WB からトピックを説明した後に意見交換に入り

たい 

 

◎[プレゼン資料の説明] 

[岐阜大学木下准教授] 

4) 橋梁の AMプロジェクトに関する岐阜大学とザンビア大学における取り組みを紹介 

[JEXWAY] 

5) JICAの RAMP技術支援調査に関する紹介 

[JICA] 

6) JICAの実施している長期研修制度に関する紹介 

[WB：Binyam] 

（WBの Transport Global Unitの事業に関する紹介） 

7) この 7月にWBで組織改定があり、Global Practice Unitが operationと knowledgeの両方を担当

していたものを、operationは地域・国別プログラムがカバーし、knowledgeのみ担当することに

なった。 

8) 我々の組織の目的はモビリティやコネクティビィティに関連する先進技術や高度知識を得て、

開発途上国にベストな形で提供することにある。 

9) WB は過去数々のキャパシティビルディングを実施し、政府機関の職員への訓練を実施してき

た。しかし、訓練を受けた職員が転職することも多く、必ずしも持続可能なやり方ではないこ

とがわかってきた。そのため、個人ではなく道路機関などの組織そのもののキャパシティビル

ディングを行うことが大切であると思っている。大学などの力を借りることも大切である。
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JICAのザンビアプロジェクトは非常に良い例だと思う。研修センターなどを支援し多くの技術

者を教育できる組織にすることも必要である。どのような方法で支援するかのプログラムを

JICAと共同で検討することもできる。 

10) WB では数々の研究や分析が行われ、膨大なデータも蓄積されているが、必ずしもシステマ

ティックに整理されておらず、データにアクセスしようと思ってもすぐにできない。我々が情

報をとりまとめ、ポータルサイトなどを作りたいと思っている。この分野でも JICA と協働で

きないかと思っている。 

11) e-モビリティや交通分野の脱炭素化などを基幹研究とし知識を蓄積し整理する予定だ。それら

の研究を実施している大学や研究機関とのパートナーシップを組むことも考えている。地域部

門とも連携を図るつもりだ。なお、我々は多くの大学と連携を深めることを考えている。例え

ば、フランスの Toulouse大学とはインフラに関するワークショップを毎年開催しているし、日

本のアジア太平洋大学とのパートナーシップも視野に入れている。 

12) 知識の普及という観点から各種報告書の出版やワークショップ、ウェビナーの開催も行う予定

である。特に、報告書や出版物をもっと増やしたいと思っている。WB を交通セクターの先進

技術を牽引する位置に押し上げ、新しい方向性を議論できる存在に高めたいと思っている。そ

のことによって一部の専門家だけではなく、広く一般の人がセクターの情報にアクセスできる

ようになる。 

13) 地域・国別プログラムへの支援も我々の任務である。個別プロジェクトに対する技術支援を行

い、彼らのプログラムの質を向上させたい。 

14) 外部機関とのパートナーシップを重要視している。我々は IRF や PIARC、そして各種大学と

MOUを締結している。WBが外部機関とパートナーシップを締結する際の責任者は私になる予

定であり、JICAが他機関とパートナーシップを結ぶ際にも支援できると思う。 

15) 多数ドナー間基金を設立し、多くのドナーが資金をWBや他の機関に提供し、研究を進めるこ

とを検討している。テーマとしては、交通セクターの脱炭素化、大気環境の改善、包括的なモ

ビリティ、災害からの復旧や都市の強靭化、安全な交通システム、モビリティや物流分野の変

革技術などが挙げられる。日本政府や JICA が興味をお持ちであれば、更に詳細な内容を説明

したい。 

◎[意見交換] 

[JICA] 

16) WB では知識を普及する観点から外部関係者へのセミナーを実施しているとのことだが、日本

側でも同様な取り組みを行っている。例えば、9月に道路 AM に関するウェビナーを日本の土

木学会がミャンマーに焦点をあてて行っている。ウェビナーの資料は後日お送りすることもで

きる。 

[東京大学長井准教授] 

17) このウェビナーは主にミャンマーの技術者を対象としたものであるが、ミャンマー以外の 12か

国の技術者も視聴していた。我々は道路 AMに関して技術的観点とマネジメントの観点からの

プレゼンを行った。これから他国にもこのような取り組みを広げてゆきたいと考えている。 

[WB：Binyam] 

18) ザンビアのプロジェクトや、長期研修生の受け入れについては非常に良い取り組みだと思う。 

19) 一つ質問したいが、ザンビアではなぜ橋梁のみの AMなのか。道路は対象ではないのか。 
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[岐阜大学木下准教授] 

20) ザンビア大学で橋梁に焦点を当てているのは、JICAが橋梁の維持管理の技術協力プロジェクト

をザンビアで行っているからである。岐阜大学のメインテナンスエキスパートの対象はすべて

のインフラ構造物である。我々としては橋梁だけでなく道路全般の AMを対象とすることも視

野に入れている。 

[WB：Binyam] 

21) JICAはインターンシッププログラムを検討していることを言われたが、WBでも同じようなこ

とを実施している。アフリカの学生がWBで短期のコンサルタントとしてインターンシップを

開始したところだ。 

22) 開発途上国の大学や研究機関と協働し、知識センターのようなものを作るのが次のステップで

はないかと思う。従来のキャパシティビルディングとは違った革新的な試みとしてのモデルと

なる。 

[JICA] 

23) JICA からも WB の取り組みを支援できると思う。長井先生が話されたように、ミャンマーの

ウェビナーの資料も提供することができる。ウェビナーでは 5人の日本の大学の先生が講演さ

れており、我々は国内の大学関係者からも大きな支援を受けている。WB とも協働できると思

う。 

[WB：Binyam] 

24) ありがとう。それらの資料を開発途上国への支援にも使いたい。また、WB の技術チームにも

共有するので是非送ってほしい。 

25) どの分野や地域でキャパシティビルディングを協働で実施できそうか教えてほしい。我々は多

くのプロジェクトを持っている。また、多くの国で知識センターのようなものを設立する資金

の提供も可能だ。 

[WB：Jen] 

26) 発表ありがとうございます。JICAの方で対象としている地域や国がありましたらお教え願いた

い。発表の中ではアフリカや東南アジアが出ていたが、ターゲットとする地域があるのか。 

[JICA] 

27) JICAでは現在技術協力プロジェクトを東南アジア、東アジアおよびアフリカを中心に実施して

いる。ただし、我々の対象は全世界の開発途上国で、モンゴルや中央アジアのタジキスタンな

どの国も対象としている。 

[WB：Jen] 

28) 我々は実際に道路 AMに関してタジキスタンとやりとりを行っている。今後、JICAとどのよ

うに協働できるか検討したいと思う。 

[岐阜大学：木下准教授] 

29) 日本の若手研究者の多くがアフリカに興味を持っている。なぜなら、アジア諸国は既にベテラ

ン研究者によって研究されており、新たに出て行く余地がない。そのため、若手や中堅研究者

はアフリカに出て行きたいと思っている。 

[WB：Binyam] 

30) 良いことを聞いた。多くの日本の若手研究者がアフリカに興味を持っていることは素晴らしい。

アフリカは 20年前の中国と同じように思う。支援を継続してゆきたい。 
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31) ところで日本側の発表は道路 AMに焦点を絞っていたが、都市交通や物流などその他の交通分

野のプログラムも持っているのか。 

[JICA] 

32) 我々のチームは道路インフラを担当しており、道路維持管理やマネジメントに興味を持ってい

る。JICAの他部署が都市交通など他の交通分野を担当している。 

[WB：Binyam] 

33) JICAは研究や分析的な業務も実施しているのか。 

[JICA] 

34) 研究や分析的な業務も実施している。それらを実施している部署を紹介することもできる。 

35) 本日はWBと情報交換ができ大変貴重なミーティングであった。これからも情報交換を続けて

ゆきたい。例えば半年後に再度ミーティングを持つことはどうか。我々からはザンビアのプロ

ジェクト状況もお伝えすることができると思う。 

[WB：Binyam] 

36) 本日はこのような機会を設定していただき感謝している。素晴らしいプレゼンテーションをあ

りがとう。これからも、JICAと意見交換を続けてゆきたいと思っている。 

 

以上 
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(1) WBプレゼン資料 
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(2) JICAプレゼン資料 
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(3) 岐阜大学プレゼン資料 
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18.8  ADBとの意見交換資料 

ADBとの打ち合わせ議事録 

① 日時  2020年 9月 8日（火）14：00～15：50 

② 方法  Web会議  

③ 出席者 ADB   Michael Anyala, Ritu Mishra, David Fay 

ADB consultant  Cornie 

JICA   金縄、和地 

JEXWAY   岡本（土橋：オブザーバー） 

NEXCO西日本コンサル 笠松 

大日本コンサルタント 長尾、長澤、松林（オブザーバー） 

④ 打ち合わせ内容 

[自己紹介] 

1) Michael Anyala⇒ADBのシニア AMスペシャリスト、Sustainable Development Department所属 

2) Ritu Mishra⇒Central West Transport Divisionのヤングプロフェッショナル、シビルエンジニア 

3) Cornie⇒ADBでコンサルタントとして勤務、Asian Transport Outlook（ATO）のリーダー 

[JICA] 

4) 本日の打ち合わせの目的は道路 AMに関する意見交換で、90分間程度を予定。最初に JICAか

ら 2つのトピックを説明、そして ADB側からのトピックを説明した後、意見交換に入りたい 

[JEXWAY] 

5) JICAの AMに関する活動を紹介 

[JICA] 

6) JICAが実施している長期研修制度に関する紹介 

[ADB：Michael] 

7) パワーポイントに沿って ADB の AM の取り組み状況を説明する。1 枚目は 6 年前に実施した

ADB加盟国 26か国への道路 AMの問題点に関するアンケート調査結果だ。維持管理に関する

財源の不足が一番の問題点で、続いて不適切な維持管理や過積載車両が続いている。 

8) ADBは道路 AMに関する数多くの Capacity Buildingを実施してきた。また、Performance Based 

Contractも多く採用してきた。ただし、道路 AMに関するプロジェクトベースの融資は少ない。

プロジェクトベースの融資により、各国政府が彼らの道路資産をネットワークレベルで自ら改

良することができる。そして、それらは、ADBが重要視している交通安全や気候変動への対応

にもつながっていく 

9) 我々は DMC（Development member country）で数多くの道路 AM に関する Technical assistance

（TA）を計画している。その中の一つが「Strengthening of quality investment」だ。このプロジェ

クトは日本政府の貧困削減基金（Japan for Poverty Reduction: JFPR）に＄2millionで申請してい

る 

10) この TA の中で、Senior Executives の研修や訓練を計画している。JICA は学生の研修に力を入

れているようだが、我々は組織上層部をターゲットにしており、既に政府機関に働きかけてい

る。 

11) また、ADBの Operation部門は道路 AMに関連した技術水準や安全性の向上を求めている。彼
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らのサポートとして、この TAにより道路 AMを適切に運用できるような革新的な技術・ノウ

ハウを抽出し提案することを考えている。 

12) また、Digital technologiesの適用も視野に入れている。これは JICA側から発表のあった日本で

の新技術にも関連している。我々は日本の技術をもっと知り、適用できそうなものは取り入れ

たいと思っている。また、我々はインフラをより強靱にしたいと思っている。 

13) JFPRからは、日本の技術を用いて広めることも要求されている。このことが本日の会議の目的

の一つでもある。JICAが何を行い、我々がどのように JICAから日本の技術を得ることができ

るかを理解したいと思っている。各国の JICA事務所に問い合わせたが、JICA本部に直接聞い

てほしいという回答も多かった。この TAに関しては是非 JICAと連携して進めたい。 

14) JFPRの資金を期待するもう一つのプロジェクトは「Financing, Procurement and Implementation of 

RAM」である。対象国は Georgia, Pakistan, Papua New Guinea and Sri Lanka。まず、各国のベー

スライン調査を実施し各国の現況を把握した上で、道路 AMのネットワークレベルのコンセプ

トペーパーを作成するつもりだ。最終的には各国政府の維持管理の融資につなげてゆきたい。 

15) 我々は JICAと連携することを期待しているし、日本の専門技術に関しても興味がある。 

16) ADB 加盟国で道路 AM を推進しているグループは二つある。一つは CAREC（Central Asia 

Regional Economic Cooperation Program）と SASEC（South Asia Sub regional Economic Cooperation）

である。 

17) パワーポイントに示すように、道路 AMの成熟度評価を実施し各国において重視すべきギャッ

プは何か、優先的に対策を講じるべき領域は何かを抽出しようとしている。 

18) ADBは加盟国の支援となるようなプロジェクト形成を目指しているが、一方で現状分析やモニ

タリングにも力を入れている。続いて CARECにおける道路 AMの現況についてお話する。 

[ADB：Ritu Mishra] 

19) 2013 年に CAREC 加盟国の交通政策が公表され、主要な政策は地域の Connectivity と

Sustainabilityの獲得とされた。これらの政策を遂行するために 5つの組織的な施策が提案され、

その内の一つが道路 AM であった。2018 年には道路 AM に関するベストプラクティスが公表

され、他国・他地域の道路 AM に関する好事例を取り入れるような取り組みが行われている。

また、それとは別に各国の道路 AMに関する成熟度評価のレポート作成が現在進行中だ。 

20) 成熟度評価の主要なアウトプットは各項目の活動の程度と成熟の度合いである。それらによっ

て、優先順位を設定する。また、我々は成熟度評価が自己評価及び第三者評価ができるように

モデルを開発中だ。これらにより、我々は道路 AMの実施状況が把握できるとともに、将来の

支援のための課題を把握することができる。 

21) 政府職員や道路 AMに従事する人を対象に、研修プログラムも実施している。2020年には「Good 

road asset management system」や「Performance based contract」研修を実施、また、最近では道路

AMやシステムに関するワークショップをWebにて実施した。 

[ADB consultant：Cornie] 

22) 交通に関しては各国政府機関が様々なデータを収集しているが、それらのデータをお互いに有

効活用できていない。我々は Asian Transport Outlook (ATO)と称して、アジア太平洋地域におい

て、データに基づく交通政策を実現するために、データや情報の収集、分析、整理を組織的に

行うことを計画している。 

23) ATOでは様々なデータ入手を考えているが、データ収集が困難な分野がある。その中には AM
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も含まれている。このプロジェクトは実施期間が数年にわたり、間もなく開始される予定だ。

フェーズ Iでは全国的、地域的なデータに着目し、フェーズ IIでは都市内のデータに着目する。 

24) ADB の TA や JICA が行っている様々な調査結果を、我々が収集する情報と統合することに興

味を持っている。 

[ADB：David Fay] 

25) 遅れた参加した。時間の関係であまりお話できないが、Web会議の話題は興味深いものだった。

質問時間に参加させていただきたい。 

［JICA］ 

26) Q&A セッションに入りたいと思う。質問のある方はコメント欄に記入するか、発言願います。 

[ADB：Michael] 

27) パキスタンで JICAが実施した内容をお聞きしたが、ADBでも道路 AMに関する TAを実施し

ている。ADBの焦点は地方道路であるが、JICAは国道庁をメインターゲットにしている。ADB

が実施したのは、政府内に道路 AMのワーキンググループを設置、彼らが地方道路の道路 AM

施策を立案している。我々としては、JICAチームが、コミュニケーション大臣、ワーキンググ

ループ及び ADB コンサルタントと意見交換を実施し、どのように連携するか議論した方が良

いと思っている。 

[JICA] 

28) パキスタンでは ADBの道路 AMの TAを実施中と理解した。我々はテクニカルWebセミナー

やスカラーシッププログラムにより ADB の活動を支援できる可能性がある。また、日本の点

検・モニタリング技術に関する共同セミナーの開催も可能だと思う。そして、学識経験者をパ

キスタンに派遣して共同セミナーを開催することも可能だ 

[ADB：Michael] 

29) ありがとうございます。大変効果的だと思います。後ほどメールにてプロジェクトの参加者や、

議論のポイントなどを送り、話を進めたいと思う。パキスタンの道路 AMワーキンググループ

の会合は毎月行われている。 

[ADB：Cornie] 

30) JICAはアジア各国において交通に関連した様々な調査を実施している。それらのデータを我々

のプロジェクトに統合して使用できるかどうか知りたい。 

31) JICA本部には、それらのデータにアクセスするにあたっての担当部署や担当者が決められてい

るか、それとも各国の JICA事務所に直接問い合わせするのがよいのか 

32) もしよければ、後ほど質問の内容を記載したメールをお送りするので、関係部署にも共有いた

だいて回答いただけますか 

[JICA] 

33) 後ほど、メールをお送りください。調査報告書などのありかについて調べてみます。 

[ADB：Michael] 

34) 先ほど説明したように、ADB は成熟度評価モデルにより各国の道路 AM の状況を評価しよう

としている。そのモデルによって統一的に道路 AMを評価したいと思っている。そのため、JICA

が実施した成熟度評価モデルも参考にしたいので、詳細について共有していただくことは可能

か 

[JICA] 
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35) もちろん共有できる。後ほど、内容を記載したレポートを送付する 

[ADB：Michael] 

36) レポートを楽しみにしている。また、先ほども述べたが、道路 AMに関する TAは来年実施さ

れる予定であるが、日本の先進技術は非常に関心がある。道路 AM に関して ADB と協働する

ことはどうお考えですか 

[JICA] 

37) もちろん賛成です。連絡を取り続けていきたい。意見交換は年に 1～2回程度開催してはどうか 

38) JICAからの情報共有であるが、9月 30日に道路維持管理・マネジメントのWebセミナーを土

木学会と共同で行う。対象国はミャンマーである。後ほどセミナーの詳細を送付するので、興

味がある方は参加ください 

[JEXWAY] 

39) DMC（Developing Member Countries）における道路維持管理の課題に関するパワーポイントに

ついて質問がある。これらのデータはどのように収集したのか。財源不足、不適切な維持管理、

職員の能力不足などが挙げられているが 

[ADB：Michael] 

40) 調査は ADB の別の部署が実施している。アンケートによる各国の自己評価結果を、記載の論

理性について ADBがチェックしている 

41) ただし、各国において統一的な評価を実施するために我々は現在成熟度評価を開発している。 

[JEXWAY] 

42) 調査結果は大変興味深い。我々の調査結果も同様な観点の問題点を抽出している。 

43) ADBは抽出された課題に対して、なにか対応策を検討しているのか 

[ADB：Michael] 

44) 重要な問題点は対応されなければならないと考えている。そのためにベースライン調査が必要

である。現状を理解することがまず必要だ。 

45) この調査は 6年以上前に実施されたもので、状況は変わっている可能性もある。我々は別調査

を実施し、どこに課題があるのかを把握した上で ADB 加盟国の維持管理や道路 AM に対して

投資しなければならない。 

46) そのことが、まさに我々がギャップ分析を必要とし新しい情報を得る必要がある理由である。 

[JEXWAY] 

47) 調査レポートを読んでもらうとわかるが、我々も同様な問題点を調査から把握している。その

ため、どのような対策を実施するか JICAと ADBで協働する余地がある。 

[ADB：Michael] 

48) 報告書を読むのを楽しみにしている。ADBはアフリカを対象としていないが、アフリカでの調

査結果も大いに参考になるだろう 

以上 

 

(1) ADBプレゼン資料 

下記に打ち合わせ時に ADBにより提供された資料を記載する。資料はスクリーンショットにより
コピーしたもの。なお、一部のスライドはコピーできなかったため掲載していない。 
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(2) 日本側プレゼン資料 

打ち合わせ時に日本側が提示した資料を下記に示す。 
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